
評価

○当該地すべりは、過去に発生した大規模地すべり地の副次的なブロックであり、第三紀火山岩起源の固結度が低く、劣化しやすい

崩積土からなる地質である。 ○集水井は地下構造物であるため、地表における自然環境の維持に寄与している。 

○平成18年７月豪雨の影響により、すべり面への間隙水圧の急激な上昇が発生し、これをきっかけに活動が活発となり地すべりが発生した。 ○災害発生から５年経過したが、地すべり発生箇所には緑が増え自然環境が整ってきている。

活動中であった地すべりは、ブロックの末端部が一級河川志賀川に面しており、地すべり活動により多量の土砂が流出した場合

支障をきたすことは地域にとって、非常に大きな損失であった。

○事業実施に至る歴史的経緯・社会的背景 評価

　・平成18年の豪雨時に、地すべりブロックの沈下が顕著となり、主要地方道下仁田浅科線の通行規制を余儀なくされた。

　主要地方道下仁田浅科線は隣接する群馬県へ通じる幹線道路として１ｔを超える緊急輸送自動車の唯一通行が可能な道路であり、 ○地すべり防止施設は長野県が定期的に点検管理を行っている。

　また県境にある牧場。住宅等に物資を運ぶ唯一の路線である。 ○地域住民には、側溝清掃の協働作業や県道沿線の草刈り等お願いをしている。　

　・今後の地すべり活動によって、一級河川志賀川に多量の土砂が流出する恐れがあったため、集水・横ボーリング工や銅管杭工を施工し、

　土砂災害の早期復旧と被害の拡大防止を図ることとした。

1.4

1.6 国庫 その他 県債 一般財源

評価

○災害発生後、地元説明、安全パトロールの実施、計測機器の設置等、迅速に対応してもらった。

○早期に対策工事を実施していただき、地域の安全安心が確保された。

○地域の安全安心が早期に確保された。

○当初の工期内で事業を終了させることができた。  ○地すべり対策事業が地元の防災意識を高める事につながっている。

○当初は滑動直後であり、概算により全体計画額を算出した。 ○現在までのところ改善措置の必要は認められない。

○平成１８年度に災害関連緊急地すべり対策事業として集水井工等を実施した。

評価

○交通の安全性向上（歩行者等の安全確保、災害に強う道路の確保）・・・事故件数、災害時通行止件数等 ○地すべり対策事業は一般的に多大な事業費と長期間を要する。県民の安全・安心なくらしを確保するために、

　・地すべり発生時、（主）下仁田浅科線が全面通行止めとなったが、 　引き続き迅速・効率的な事業実施を行う。

　　地すべり対策工事により本線の安全が確保された。 ○段階的に調査を行うことによって対策工の効果が発揮されているか検証して、効率が良い事業を進めていく。

○集水井工を行うことにより、周辺井戸の枯渇問題が発生したが、工事説明の段階より不測の事態が発生する可能性が

○災害の防止 あることを説明していたため、トラブルにならなかった。今後も対策工事による影響について十分検討し地権者に丁寧な事

　・対策工事の実施により、当面の安全が確保され大規模地すべり発生の危険性が低減した。 前説明について徹底したい。

　・二次災害の発生が危惧されたが、当対策工事により回避することができた。

○生活環境・自然環境への影響

○周辺観光地等への影響など 地すべり活動は沈静化しており、一定の事業効果が認められる。

　・地すべり対策工事により、観光地である牧場までの交通の利便性が回復した。
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